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James Robinsの因果推測法の基盤は単一世界の介入下の反事実分布を観測分布で表現

した g-formula（Robins, 1986）である。一般に観察研究データでは「次元の呪い」によ

って層別化ができないため、追跡中の観測変数分布をパラメトリックモデルで特定する

ことにより g-formula の近似を行うが、Robins によれば g-null パラドクス（Robins & 
Wasserman, 1997）と呼ばれる、任意のモデルパラメータの検定による妥当な因果帰無仮

説の検定の不能性がこの手法の重大な欠陥であった。g-formula のこの弱点を克服する

ために導入された構造ネストモデル（structural nested models）は反事実分布の対比に課

されたセミパラメトリックモデルで、因果帰無仮説の検定をモデルパラメータの検定

（g-null test）に対応させることでパラドクスの解消を図ったものである（Robins, 1989）。
さらに、構造ネストモデルのパラメータ自身に「条件付き効果」としての因果的解釈を

付与できること、g-formula に戻すことで「周辺効果」の推測を可能とすることから、

Robins の因果モデル内で汎用性の高い推測法であると言える。先の統計関連学会連合大

会では、構造ネストモデルの一部をレビューし、さらにそのサブモデルである直接効果

構造ネスト平均モデル（Robins, 1999; Shinozaki et al., 2014）を紹介した（講演資料）。 

直接効果に話を移すと、2010 年以降は大変面白い議論が進んでいる。中でも、効果分

解の一意性（Robins & Greenland, 1992）に端を発する自然な（natural）直接・間接効果

をはじめとして、異なる因果モデル間での因果の実在性・識別性の差異が知られている。

例えば Robins の因果モデル（FRCISTG という）では、自然な効果は存在を措定できる

ものの、制御された（controlled）直接効果のみ識別可能であり、実際に彼の構造モデル

や g-formula で対象となるのは一貫して後者に限定されている。こうした「因果推論を

支える存在論と認識論」（大塚, 2018）を意識することは、その議論を不毛にしないため

にこれからの因果推論研究にとってますます重要になると考えられる。このような背景

で、日本行動計量学会大会では直接効果や適応的治療方針の効果を例に、Robins の因果

モデルの側から彼の「介入主義」を紹介した（講演資料）。特に臨床試験に対しては、

その実験的な側面を鑑みれば、このような介入主義的因果モデルが果たす役割は大きい

と思われ、仮想的治療方針による効果の整理を提案した ICH E9 (R1) へのパブリックコ

メント（Shinozaki et al., 2018）はこの立場の重要性を主張したものである。 
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